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東レエンジニアリング西日本は、エンジニアリング、マニュファクチュアリング、メンテナンスの３事業を柱とし、 

安全で高品質な製品を提供できる真の長期安定成長企業を目指します。 
 
 
新任役員ご挨拶 

 この度、非常勤取締役を拝命しました東レエンジニアリング施設事業統括室の森俊典 
（もりとしのり）です。このような大役を仰せつかり、大変身が引き締まる思いです。 
 施設事業を取り巻く環境は、事業の仕組みを取り決めた当時からは大きく変化しました。
TRENG グループ, 東レグループが共に勝ち残るための最善策を再度確認し、変えなければな
らないことは変え、変えてはならないものは守り、両グループの発展に精一杯努力して参る所存
です。 
 どうぞよろしくお願いいたします。 
 

東レエンジニアリング㈱ エンジニアリング事業本部施設統括室長 森俊典 
（東レエンジニアリング西日本㈱ 非常勤取締役） 

 
 
2022年 7月 6日 滋賀 安全祈願・安全大会 

役員新体制がスタートし、会長、社長、役員、滋賀事業場長、従業員代表、衛生管理
者および安全管理部メンバーで、大津市にある建部大社に参拝し安全祈願を執り行いまし
た。 
当社は、設備工事、機器・制御盤製作、保全業務において現場で作業することが多く、 

業務や通勤で車を使うことも多いため、新らたな体制の下でも全従業員が無事故・無災害で
働けるよう祈念すると共に、トータルゼロ災達成を改めて誓い合いました。 

 
また、同日には滋賀事業場の安全大会を開催し、安全活動に貢献した社員を安全功労者として表彰しました。さらに、機器部

会、保全部会より自部署の安全活動の取り組みの報告がありました。表彰内容や報告の事例に学び、無災害の継続に取り組んで
いきます。                                         （担当部署︓安全管理部 077-534-0956） 

 
 
 
 
 
 
 
 

2022 年安全スローガン 
トータルゼロ災必達！ 本気で実践“ルールの厳守” 

－無くそう！『油断』『慢心』『思い込み』－ 

 



 
2022年 7月 21日、27日 高校生工場見学 
 当社では、次世代を担う若者に「モノ作りの面白さ」を伝えるために、地元の工業高校の３年生を対象に、毎年工場見学会を開
催し実際の製造現場を見学してもらっています。今年は滋賀県立瀬田工業高校と八幡工業高校より 2名の生徒に参加していただ
きました。 
会議室で当社の概要説明の後、機器事業部電製部の制御盤製作工場の見学を実施しました。参加した生徒達からは、工場

でのモノ作りの実情を見た上で、具体的な作業の手順、必要な資格、就業時間、職場の雰囲気など、様々な点で熱心な質問を受
けました。 
 特に、熟練した作業者が、一面ごとに仕様が異なる制御盤を、図面を片手に手作業で組み上げて行く姿には「モノ作りの本質を見
学でき感銘を受けた」との嬉しいコメントをいただきました。 

               （担当部署︓総務部 Tel:077-534-0956） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
企業倫理の取り組み 
 当社は、6～7月にかけて「倫理・コンプライアンスに関する e ラーニング」と「セキュリティ意識向上トレーニング」を実施しました。 

e ラーニングでは、対象者 415名全員が受講し、倫理・コンプライアンスに関する東レグループの取組みと、企業における内部通報
の意義や重要性を理解し、東レグループの内部通報制度の仕組みを再認識しました。 
内部通報制度も重要ですが、当社としては全従業員がお互いの人権・人格を尊重し、何でも話せる風通しの良い職場、法令や

社内ルールを必ず守り、誰もが安心して働ける職場作りに取り組んでいきます。 
（担当部署︓ＣＳＲ・法務審査室 Tel:077-534-0956） 

  


